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瀬戸内国際芸術祭２０１３
秋会期　１０月５日開幕！



◇ 本島（丸亀市） ⇔ 高見島 ⇔ 粟島（三豊市）◇
本島発 高見島着 高見島発 粟島着

　９：２０ 　９：４５ 　９：５５ １０：１５
１１：２０ １１：４５ １１：５５ １２：１５
１２：１５ １２：４０ １２：４５ １３：１０
１３：３５ １４：００ １４：１５ １４：４０
１４：３０ １４：５５ １５：０５ １５：３０
１５：５５ １６：２０ １６：３０ １６：５０

粟島発 高見島着 高見島発 本島着
　９：４５ １０：０５ １０：１５ １０：４０
１０：３０ １０：５０ １１：００ １１：２５
１２：３０ １２：５０ １３：００ １３：２５
１３：２５ １３：４５ １３：５５ １４：２０
１４：５０ １５：１０ １５：２０ １５：４５
１５：４０ １６：００ １６：１５ １６：４０

●にじ観光　☎０８７７－２４－６３００　●定員約７０人
●料金　本島⇔高見島＝大人１０００円／小人５００円
　　　　高見島⇔粟島＝大人７００円／小人３５０円
　　　　本島⇔粟島＝大人１７００円／小人８５０円

◇ 多度津 ⇔ 高見島 ⇔ 佐柳島（本浦） ⇔ 佐柳島（長崎）◇
多度津発 高見島発 佐柳本浦発 佐柳長崎着

　６：５５ 　７：２０ → 　７：５０
　９：０５ 　９：３０ 　９：５５ －
１１：００ １１：２５ → １１：５５
１４：００ １４：２５ １４：５０ １５：０５
１６：２０ １６：４５ １７：１０ －
佐柳長崎発 佐柳本浦発 高見島発 多度津着
　７：５０ 　８：０５ 　８：３０ 　８：５５

－ １０：００ １０：２５ １０：５０
１１：５５ １２：１０ １２：３５ １３：００
１５：０５ １５：２５ １５：５０ １６：１５

－ １７：１０ １７：３５ １８：００
●三洋汽船　☎０８７７－３２－２５２８　●定員２２５人
●料金　多度津⇔高見島＝大人４８０円／小人２４０円

※掲載の料金は片道料金です（三洋汽船は往復割引有）。天候
などにより欠航や発着時刻が変更になる場合があります。
通勤など生活航路利用者への配慮をお願いします。大人料
金は中学生以上が対象です。

◆ お問い合わせ ◆
瀬戸内国際芸術祭総合インフォメーションセンター（香川県高松市サンポート１番１号　高松港旅客ターミナルビル１階）
☎０８７－８１３－２２４４≪会期中 ７時～２１時 ・ 会期外 ９時～１７時≫   メール  in fo@setouchi -a r t fes t . jp

船の時刻表（※会期中 １０月５日～１１月４日）

い
よ
い
よ
開
幕
！

会
期 
10
月
５
日
㈯
～
11
月
４
日
㈪

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３

ｉ
ｎ  

高
見
島

　
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
現
代
美
術
の
国
際

芸
術
祭
『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
』。

　
今
回
で
第
２
回
目
と
な
る
こ
の
祭
典
に
、
秋
会
期
の
会
場
と

し
て
多
度
津
町
か
ら
高
見
島
が
参
加
し
ま
す
。

　
詩
情
あ
ふ
れ
る
景
観
の
高
見
島
で
、
会
期
中
に
は
様
々
な
作

品
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。（
12
作
品
、１
イ
ベ
ン
ト
）

　
ま
た
、「
高
見
島
応
援
団
さ
ざ
え
隊
」
や
笠
田
高
校
（
三
豊
市
）

の
皆
さ
ん
が
、
島
お
こ
し
・
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
真
夏
の

猛
暑
の
中
で
作
成
さ
れ
た
美
し
い
花
壇
の
お
迎
え
も
あ
り
ま
す
。

　
今
な
お
息
づ
く
伝
統
的
な
文
化
や
美
し
い
自
然
と
、現
代
ア
ー

ト
が
融
合
し
た
高
見
島
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
現
代

美
術
の
楽
し
さ
、
島
の
風
景
の
美
し
さ
、
人
々
と
の

新
た
な
出
会
い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

高みの見物ではなく、
高見へ見物に行こう！

瀬戸内国際芸術祭2013
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　多度津町の将来を担う子どもたちが一日議員となって、
多度津町の今を見つめ、未来に向かって快適で住みよいま
ちをつくるために、町に対して提案や希望を話してもらう

『平成２５年度たどつ子ども議会』が、８月２７日に町役
場本会議場で開催されました。
　各小学校・中学校から選出された１５名の子ども議員の
皆さんは、礼儀正しく堂々とした態度で登壇し、日ごろの
生活や学習の中で感じている町への意見・質問を、町執行
部に投げかけました。

氏　名 学校名・学年 質　問　等

門田　誠司 議長 多度津中２年 議長（議事進行）

泉　　幸知 議員 多度津小６年 教室の暑さ対策について

増田　雄斗 議員 多度津小６年 多度津山の野犬とポイ捨て対策について

川﨑あかり 議員 豊原小６年 落ち葉の処理について

矢野　陽菜 議員 豊原小６年 豊原小学校のプールサイドについて

近藤　和壮 議員 四箇小６年 通学路の整備・改修・街灯について

木下　舞斗 議員 四箇小６年 防災拠点となる各小学校の役割について

西山　涼風 議員 白方小６年 中学校の新校舎について

高島　美空 議員 白方小６年 すみよい地域づくりのために

大塚　寛也 議員 多度津中１年 中学校新校舎のソーラーパネルについて

大楠　千尋 議員 多度津中１年 町内の魅力を発見できるイベントの企画について

江本　成輝 議員 多度津中２年 桜川の環境について

室本　柚輝 議員 多度津中２年 「多度津町といえば～」というものをつくること

田中　稔久 議員 多度津中３年 多度津町のゆるキャラをつくること

田中　杏奈 議員 多度津中３年 海の環境について

私たちも考えます。みんなで担う多度津の未来！

たどつ子ども議会

平成２５年度 たどつ子ども議会
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【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

☎
32-

８
５
０
１

■
た
ど
つ
柳
檀
（
第
62
回
）

　
　
　
　
福
岡
　
紫
蝶
　
選

【
第
一
席
】

悩
ん
で
も
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
早
く

寝
る

　
　

見　

立　
　
　

髙
島
也
知
子

〔
評
〕
く
よ
く
よ
気
に
病
ん
で
も
、

ど
う
に
も
な
ら
ぬ
も
の
な
り
。

「
ま
あ
、
明
日
が
あ
る
。」と
開
き

直
り
、
頭
を
冷
や
す
と
妙
案
が

ポ
ン
と
浮
か
ん
で
く
る
も
の
で

す
。
お
茶
で
も
召
し
上
が
れ
。

【
第
二
席
】

妻
の
余
暇
猫
の
悩
み
を
聞
い
て
い
る

　
　

山　

階　
　
　

上
田　

雄
一

〔
評
〕
家
事
も
一
段
落
し
た
昼
下

が
り
、
甘
え
て
く
る
愛
猫
と
の

会
話
。
た
ま
に
は
の
ん
び
り
と

し
た
一
時
を
持
ち
た
い
主
婦
で

す
。
愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
っ
て

る
の
か
な
。

【
第
三
席
】

悩
ん
で
る
パ
ソ
コ
ン
孫
の
助
け
船

　
　

仲
ノ
町　
　
　

香
川
美
代
子

■
桃
陵
大
学
10
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
18
日
㈮
／
10
時

　

行
事
＝
各
地
区
代
表
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
験
発
表

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー　

４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
10
日
㈭
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

場
所
＝
中
央
公
民
館
外
庭
周
辺

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
３
日
㈭
・
４
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　

／
８
時
30
分

　

行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　
（
う
ど
ん
作
り
）

　

場
所
＝
四
箇
小
学
校

②
日
時
＝
16
日
㈬
／
10
時
30
分

　

行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　
（
昔
の
く
ら
し
）

　

場
所
＝
四
箇
小
学
校

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
21
日
㈪

　

行
事
＝
臨
地
研
修

　

場
所
＝
出
雲
大
社
参
拝

②
日
時
＝
24
日
㈭
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
収
穫
祭
）

　

場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
10
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
24
日
㈭
／
９
時

　
行
事
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　

２
０
１
３
in
多
度
津

　
場
所
＝
町
民
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
日
㈯
／
９
時

　
行
事
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
場
所
＝
四
箇
小
学
校
運
動
場

■
資
料
館 

企
画
展
示
の
ご
案
内

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
寄
せ
て

　
～
高
見
島
・
佐
柳
島

　
　
　
　
　
丸
ご
と
見
せ
ま
す
～

　
「
高
見
島
の
ミ
ス
テ
リ
ー
（
謎
）

と
お
宝
再
発
見
」
を
メ
イ
ン
展
示

と
し
、
あ
わ
せ
て
佐
柳
島
の
歴
史

と
文
化
財
の
紹
介
展
示
を
し
ま
す
。

▽
期
間
＝
11
月
30
日
ま
で

◇
茶
が
ゆ
の
試
食
会
◇

▽
日
時
＝
11
月
16
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
12
時
（
50
食
）

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
10
月
17
日
㈭

　
観
月
会

　
開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

●
10
月
20
日
㈰

　
ピ
ア
ノ
発
表
会

　
開
場
12
時
30
分 

開
演
13
時
00
分

●
10
月
27
日
㈰

　

多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

★
獅
子-

１
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　

★
桜
川
ク
ル
ー
ズ

　
　

★
グ
ル
メ
屋
台

　
　

★
東
北
物
産
店

　
　

★
四
国
駅
弁
バ
ト
ル　

な
ど

　
　
　
　
　

／
10
時
30
分
～
17
時

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

期
間
＝
10
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

　
　
　
　
　

／
８
時
30
分
～
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

　
　
　
　
　
　
　
10
月
行
事

１
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

２
日
㈬
あ
ん
ま
／
13
時

７
日
㈪
体
い
き
い
き
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　

／
10
時
30
分

８
日
㈫
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　

／
11
時
30
分

　
　
　

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

９
日
㈬
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

10
日
㈭
笑
い
ヨ
ガ
／
13
時

11
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

15
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

16
日
㈬
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　

／
９
時
30
分

　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　

／
10
時
30
分

17
日
㈭
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　

／
12
時
30
分

18
日
㈮
あ
ん
ま
／
13
時

21
日
㈪
体
い
き
い
き
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　

／
10
時
30
分

22
日
㈫
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

　
　
　

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

23
日
㈬
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

24
日
㈭
笑
い
ヨ
ガ
／
13
時

25
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　

お
話
し
会
／
13
時
15
分

28
日
㈪
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

29
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　

１
日
㈫
・
９
日
㈬
・
15
日
㈫
・

　

23
日
㈬
・
29
日
㈫

文 

化 

教 

養

スポーツ・文化教養
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〔
評
〕
新
し
い
機
器
に
弱
い
高
年

令
。
同
じ
事
を
何
度
も
聞
く
の

で
、
孫
に
又
と
言
わ
れ
乍
ら
教

え
て
く
れ
ま
す
。
早
く
覚
え
よ

う
と
メ
モ
す
る
が
す
ぐ
に
忘
れ

ま
す
。

【
佳
　
作
】

メ
ー
ル
だ
け
心
配
性
で
悩
み
増
え

　
　

三　

井　
　
　

佐
々
木
啓
子

【
佳
　
作
】

親
と
子
の
悩
み
が
今
日
も
す
れ
違
い

　
　

道
福
寺　
　
　

和
田　

吉
史

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

　
　
第
63
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
「
問
題
」

▽
選
者
＝
番
傘
川
柳
本
社
同
人

　
　
　
　
　
　
　

福
岡
紫
蝶
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　
（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
11
月
20
日
㈬
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　

多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　

☎
33-

０
７
６
０

　
（
〒
７
６
４-

０
０
１
１

　
　

多
度
津
町
栄
町
３-

１-

９
）

■
『
ひ
だ
ま
り
』
10
月
講
習

●
１
日
㈫
／
10
時
～
11
時
30
分

ワ
ク
ワ
ク
・
ニ
コ
ニ
コ
・
イ
キ

イ
キ『
色
彩
生
活
を
楽
し
も
う
』

▽
講
師
＝
浅
野　

理
恵

【
問
合
せ
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
33-

４
７
５
５

た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　

☎
33-

４
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
30
回
全
国
少
年
少
女

　
　
　
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
７
月
26
～
28
日
／
北
海
道
立 

　
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
）

【
小
学
生
の
部
　
６
年
生
】

　

▽
55
ｋ
ｇ
級

　
　

１　

位
＝
田
中　

勝
大

●
第
53
回
空
手
道
糸
東
会

　
　
　
　
　
　
全
国
選
手
権
大
会

（
８
月
３
～
４
日
／
大
阪
市
中

　
央
体
育
館
）

【
小
学
６
年
生
　
男
子
】

　

▽
組
手
競
技

　
　
準
優
勝
＝
伊
達　

文
哉

●
第
13
回
全
日
本
少
年
少
女

　
　
　
　
　
空
手
道
選
手
権
大
会

　
（
８
月
10
～
11
日
／
東
京
武
道
館
）

【
小
学
６
年
生
　
男
子
】

▽
組
手
競
技

　
　

３　

位
＝
伊
達　

文
哉

■
10
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

▽
日
時
＝
１
日
、
３
～
５
日
、

８
～
９
日
、
11
～
12
日
、
17

～
18
日
、
22
～
23
日
、
25
～

26
日
、
29
～
31
日
／
18
時

▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
西
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
大
会
香
川
県
二
次
予
選
会

▽
日
時
＝
19
日
㈯
／
８
時
30
分

▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
多
度
津
町
招
待
小
学
生

　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
＝
20
日
㈰
／
７
時
30
分

▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　

第
二
体
育
館

　白方地区の『ヤットセー踊』大会が、８月11日
に白方小学校第二グランドにて開催されました。
　地域の皆さんと特別参加の各団体の方々が協力
して、この盆踊り大会を盛り上げていこうとする
気持ちが、参加された方々の笑顔から伝わってき
ました。

　８月８日、特別養護老人ホーム『桃陵苑』の盆
踊り大会が、多くの団体や企業の方々のご協力の
もと、今年も盛大に開催されました。
　お客さんや施設利用者の方々は、夜店を楽しむ
とともに、踊り連の優雅な踊りに魅了されていま
した。

『桃陵苑』盆踊り大会白方地区『ヤットセー踊』大会

文化教養・スポーツ

ス
ポ
ー
ツ
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■
『
小
さ
な
親
切
』
作
文
紹
介

●
『
お
接
待
の
心
』
と

　
　
　
　
　
　
　『
小
さ
な
親
切
』

　
多
度
津
町
立
多
度
津
小
学
校

校
長
　
竹
森
　
正
博

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
四
国
に

は
、
お
遍
路
さ
ん
を
「
お
接
待
」

と
い
う
行
為
で
も
て
な
す
生
活
文

化
が
あ
り
、
今
日
も
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
湯
茶
や
菓
子

な
ど
を
無
償
で
提
供
し
も
て
な
す

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
と
の
間

に
温
か
い
心
の
交
流
が
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
こ
の
生
活
文
化
の
根
っ

こ
に
あ
る
「
心
の
交
流
」「
人
と
の

交
流
」
か
ら
、
他
人
を
思
い
や
る

気
持
ち
や
優
し
く
す
る
気
持
ち
な

ど
が
育
ま
れ
ま
す
。「
お
接
待
の
心
」

も
「
小
さ
な
親
切
」
も
目
指
す
も

の
は
共
通
な
も
の
が
あ
り
、
人
間

形
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
間
形
成
に
つ
な

が
る
教
育
と
し
て
、
多
度
津
小
学

校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
、

社
会
生
活
を
営
み
「
一
人
前
の
人

間
」
に
成
長
す
る
た
め
に
重
要
で

あ
る
「
社
会
性
」
を
育
む
教
育
を

進
め
て
い
ま
す
。
異
学
年
児
童
が

助
け
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
花
を

育
て
る
「
ふ
れ
あ
い
の
花
」
の
教

育
活
動
で
は
、
１
年
生
は
６
年
生

と
ペ
ア
ー
に
な
り
ま
す
。
土
づ
く

り
で
は
、
６
年
生
が
プ
ラ
ン
タ
ー

に
土
を
入
れ
、
１
年
生
は
そ
れ
を

な
ら
し
て
平
ら
に
し
ま
す
。「
よ

く
で
き
た
よ
。」
と
い
う
６
年
生

の
言
葉
か
け
で
、
１
年
生
に
は
笑

顔
が
見
ら
れ
ま
す
。
土
が
い
っ
ぱ

い
に
入
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
運
び
で

は
、
小
さ
い
１
年
生
と
大
き
い
６

年
生
が
力
を
合
わ
せ
ま
す
。
花
の

苗
植
え
と
水
や
り
で
は
、「
こ
う

や
っ
て
植
え
る
ん
だ
よ
。」
と
６

年
生
が
教
え
、
１
年
生
が
植
え
て

い
き
ま
す
。
水
や
り
を
し
な
が
ら

「
大
き
く
育
て
よ
う
ね
。」
と
話
し

合
い
、
学
年
を
こ
え
た
心
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

異
学
年
の
教
育
活
動
か
ら
、
友

だ
ち
の
役
に
立
と
う
、
友
だ
ち
と

協
力
し
て
い
こ
う
、
友
だ
ち
と
分

か
り
合
お
う
等
、
人
と
か
か
わ
る

力
や
友
だ
ち
の
思
い
が
わ
か
り
折

り
合
い
を
つ
け
る
力
等
の
「
社
会

性
」
が
育
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
い
て
も
「
妹
の
面
倒
を

よ
く
み
て
く
れ
て
い
る
。」「
手
伝

い
を
よ
く
し
て
い
る
。」
等
の
保

護
者
か
ら
の
声
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
地
域
や
家
庭
に
お
い
て
、「
お

接
待
の
心
」
や
「
小
さ
な
親
切
」

の
精
神
が
子
ど
も
に
根
付
い
て
き

て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
、

人
を
思
い
や
り
、
優
し
く
す
る
気

持
ち
を
持
ち
続
け
、
人
格
を
高
め

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■
善
　
意（
８
月
分
）敬
称
略

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

三
野　

正
樹
（
西
白
方
）

　

白
方
保
育
所

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　
　
多
度
津
町
支
部

　

金
子　

正
仁
（
東
白
方
）

　

長
目　

和
子
（
葛　

原
）

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
　『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

山
野　

裕
章
（
丸
亀
市
）

富
井　
　

潔
（
家　

中
）

亀
井
加
代
子
（
三　

井
）

石
川　

雅
健
（
青　

木
）

吉
田　

茂
昭
（
桜　

川
）

読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
多

度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　『
桃
陵
苑
』

西
堀　

浩
二
（
南　

鴨
）

村
井
恵
美
子
（
東
白
方
）

多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

『
小
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津

支
部
、
タ
ド
ツ
電
気
工
業
、
多

度
津
町
役
場
、
多
度
津
町
社
会

福
祉
協
議
会
、多
度
津
町
民
生
・

児
童
委
員
協
議
会
、
少
林
寺
拳

法
連
盟
、
ふ
れ
あ
い
の
家
、
多

度
津
地
区
婦
人
会
、
四
箇
地
区

婦
人
会
、
白
方
地
区
婦
人
会
、

内
藤
写
真
店
、
西
港
町
自
治
会
、

Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多

度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
か
つ
み
会
、
山
崎
生
花
店
、

多
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好

会

■
平
成
25
年
度『
環
境
標
語
』

　
小
・
中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
四
箇
小
学
校
】

た
い
せ
つ
な
　
ち
き
ゅ
う
を
ま
も
る

き
れ
い
な
町

　
　
　
　
　

１
年　

海
田　

彩
佑

や
め
よ
う
ね

ゴ
ミ
す
て
や
め
た
ら
　
ピ
カ
ピ
カ
だ

　
　
　
　
　

２
年　

大
原　

智
也

生
き
物
も
　
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

生
き
て
い
る
　
一
人
一
人
の
命
を

大
切
に
し
よ
う

　
　
　
　
　

４
年　

馬
場　

結
菜

ゴ
ミ
な
く
し
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
球

と
り
も
ど
そ
う

　
　
　
　
　

５
年　

横
井　

春
樹

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
等
は
、

選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

親切・人権
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《
お
知
ら
せ
》

■
使
用
済
み
小
型
家
電
の

　
　
　
　
　
回
収
に
つ
い
て

　

多
度
津
町
で
は
、
有
用
金
属
の

再
資
源
化
や
埋
め
立
て
処
分
量
の

削
減
の
た
め
、
粗
大
ご
み
と
は
別

に
10
月
１
日
よ
り
、
家
庭
に
あ
る

使
用
済
み
小
型
家
電
（
携
帯
電
話
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
）
の
回
収
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
、
町
役
場
１

階
・
豊
原
農
村
婦
人
の
家
・
四
箇

地
区
公
民
館
・
白
方
地
区
公
民
館

の
４
か
所
に
設
置
す
る
予
定
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
島
し
ょ
部
に
つ
い
て
は

各
出
張
所
に
て
回
収
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
環
境
課

　
　
　
　
　
　

☎
33-

４
４
２
５

■
交
通
指
導
員
の
任
命

　

次
の
方
を
交
通
指
導
員
と
し
て

任
命
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
番
條
　
義
則 

氏
（
青
木
）

　
（
任
期
＝
平
成
25
年
８
月
３
日
～

　
　
　
　
　
平
成
27
年
８
月
２
日
）

■
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

多
度
津
町
に
は
、
次
の
医
療
費

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き

等
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
保
険
年

金
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
乳
幼
児
自
身
の
住
民
票
が
多
度

津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

険
の
加
入
者

▼
年
齢
が
７
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ

る
こ
と
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

前
月
の
末
日
ま
で
）

●
重
度
心
身
障
害
者
等

　
　
　
　
　
　
医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
住
民
票
が
多
度
津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

険
の
加
入
者

▼
平
成
20
年
８
月
１
日
以
後
で
新

た
に
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
、
該
当
級
の
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
時
の
年
齢
が
65
歳

未
満
で
あ
る
こ
と

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
～

４
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
に
Ａ
、
Ａ
ま
た
は

Ｂ
と
記
載
の
あ
る
方

③
戦
傷
病
者
手
帳
に
項
症
及
び

款
症
と
記
載
の
あ
る
方

●
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　
　
　
医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
住
民
票
が
多
度
津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

険
の
加
入
者

▼
所
得
制
限
未
満
の
方

▼
原
則
、
子
ど
も
の
年
齢
が
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
こ
と

▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
母
子
家
庭
の
母
及
び
そ
の
母

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

②
父
子
家
庭
の
父
及
び
そ
の
父

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

③
父
母
の
な
い
子
ど
も

④
①
～
③
に
準
じ
る
と
町
長
が

認
め
る
方

●
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
住
民
票
が
多
度
津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

険
の
加
入
者

▼
７
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
は
誕
生
月
）
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

〔
対
象
と
な
る
医
療
費
〕

▼
平
成
25
年
４
月
診
療
分
以
降
の

入
院
に
か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担

分
（
高
額
医
療
費
や
食
事
療
養

費
、
付
加
給
付
は
除
く
）

※
学
校
で
け
が
を
し
た
時
の
日
本

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
災
害
給
付

制
度
に
よ
る
給
付
や
心
身
障
害

者
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
が
優
先

さ
れ
ま
す
。

※
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為

に
よ
る
医
療
費
は
、
助
成
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

〔
申
請
等
手
続
き
〕

▼
病
院
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書
、
子
ど
も
の
名
前
が
確
認

で
き
る
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

振
り
込
み
を
希
望
す
る
保
護
者

名
義
の
通
帳
を
持
参
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
高
額

医
療
費
や
付
加
給
付
な
ど
、
健

康
保
険
か
ら
の
支
払
い
が
あ
る

時
は
、
そ
の
金
額
が
確
認
で
き

る
支
払
い
通
知
書
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
住
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　

☎
33-

４
４
８
０

■
平
成
25
年
度
多
度
津
町

　
　
男
女
共
同
参
画
講
演
会

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
啓

発
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
男
性
講
師
に
仕

事
と
育
児
の
両
立
等
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
25
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

▽
場
所
＝
多
度
津
町
役
場
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
会
議
室

▽
定
員
＝
１
０
０
名

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
政
策
企
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
33-

１
１
１
６

お知らせ・募集
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■
『
付
加
年
金
』
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
年
金
額
を
も
う
少

し
引
き
上
げ
た
い
方
に
『
付
加
年

金
』
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料
と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

ま
す
。
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
額

は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

を
納
め
た
月
数
」
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な

ど
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

※
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
や

免
除
の
該
当
者
は
、
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　

善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎
62-

１
６
６
０

■
『
国
民
年
金
基
金
』
に
つ
い
て

　
『
国
民
年
金
基
金
』
は
自
営
業

者
な
ど
の
方
々
が
、
国
民
年
金
の

「
上
乗
せ
」
年
金
と
し
て
加
入
で

き
る
年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
と
、
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
の

任
意
加
入
者
（
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
該
当
者
、
農
業
者
年

金
加
入
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

※
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
に
な

っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
年

金
・
遺
族
一
時
金
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

●
『
国
民
年
金
基
金
』
相
談
会
開
催

　

▽
日
時
＝
10
月
21
日
㈪

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

　

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０-

６
５-

４
１
９
２

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て

　

生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
、
環

境
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
浄
化
槽
。
こ
の
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
保
守

点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の
３
点

を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
毎
年
１
回
の
水
質

検
査
な
ど
で
浄
化
槽
が
機
能
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
、
香
川
県
浄
化

槽
協
会
で
調
べ
て
も
ら
う
重
要
な

検
査
で
す
。
浄
化
槽
を
設
置
し
て

い
る
す
べ
て
の
人
に
、
香
川
県
浄

化
槽
協
会
か
ら
受
検
案
内
が
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
手
数
料
は
10
人
槽
ま
で
が

５
２
０
０
円
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
浄
化
槽
協
会

　

☎
０
８
７-

８
８
１-

６
６
０
０

　

香
川
県
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
０
８
７-

８
３
２-

３
２
２
４

　

中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
０
８
７
７-

２
４-

９
９
６
６

■
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　『
検
察
審
査
会
』

　

交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
被
疑
者
を
起
訴
（
裁
判
に
か

け
る
こ
と
）
し
て
く
れ
な
い
。
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
23-

５
２
８
１

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　『
た
ど
つ
夏
ま
つ
り
俳
句
』

　
　
　
　
　
　
　
入
選
作
品

【
第
一
席
】

外
つ
国
の
人
も
は
入
り
ぬ
踊
り
の
輪

　
　
　
　

岡
部　

富
雄（
元　

町
）

【
第
二
席
】

お
も
い
で
の
ア
ル
バ
ム
を
聴
く
夏

休
み

　
　
　
　

浜
辺　

忠
志（
佐　

柳
）

【
第
三
席
】

踊
り
果
て
潮
の
香
り
の
濃
く
な
り
ぬ

　
　
　
　

塩
野
て
る
み（
東
新
町
）

【
佳
　
作
】

幼
な
児
も
法
被
き
り
り
と
夏
祭
り

　
　
　
　

た
か
た
せ
つ
子（
寿
町
）

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
観
光
協
会

　
　
　
　
（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
33-

１
１
１
３

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

●
第
31
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
（
自
転
車
・
電

気
製
品
等
）
の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
リ
サ
イ
ク
ル
工
作

体
験
・
ガ
ラ
ス
製
品
販
売
等
、
多

彩
な
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
10
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

※
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
準
備
の
た

め
、
11
月
８
日
㈮
・
９
日
㈯
は
、

エ
コ
丸
工
房
は
休
館
し
ま
す
。

●
吹
き
ガ
ラ
ス
専
門
講
座

　

平
成
25
年
度
後
期
受
講
生
（
初

級
、
中
級
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
吹
き
ガ
ラ
ス
の
手

法
を
学
び
、
自
分
の
手
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象
＝
18
歳
以
上

▽
期
間
（
予
定
）
＝

　

①
水
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　
　

11
月
13
日
～
３
月
19
日

　

②
土
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　
　

11
月
２
日
～
４
月
５
日

▽
時
間
＝

　

①
午
前
＝
10
時
～
12
時

　

②
午
後
＝
13
時
30
分
～
15
時
30
分

お知らせ・募集
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▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ラ
ス
工
房

▽
定
員
＝
両
コ
ー
ス
と
も
各
部
６
人

　

※
重
複
受
講
不
可

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
材
料
費
＝
３
５
，
０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
電

話
番
号
、
⑤
コ
ー
ス
（
水
曜
ま

た
は
土
曜
）、
時
間
（
午
前
ま

た
は
午
後
）、
初
級
ま
た
は
中

級
を
記
入
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　

※
10
月
23
日
㈬
必
着

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
10
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

10
日
㈭
古
布
講
座
『
マ
カ
ロ
ン
ポ

　
　
　

ー
チ
』　　

／
午
前
10
名

19
日
㈯
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　

／
午
前
５
名

　

※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　

※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
ガ
ラ
ス

の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　

桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
10
月
は
20
日
㈰
・
27
日
㈰
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　

〒
７
６
３-

０
０
８
３

　

丸
亀
市
土
器
町
北
１-

72-

２

　
　
　
　
　
　

☎
56-

１
１
４
４

■
10
月
１
日
～
７
日
は『
公
証
週
間
』

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依

頼
に
よ
り
遺
言
書
を
作
成
す
る
ほ

か
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う

養
育
費
等
の
支
払
い
な
ど
各
種
の

契
約
書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
遺
言
者
の
意
思
を
確

実
に
保
存
で
き
る
上
、
相
続
や
遺

贈
の
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
金
銭
の
支
払
い
を
約
束
し

た
公
正
証
書
は
、
裁
判
す
る
こ
と

な
く
差
押
え
の
手
続
き
を
執
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
証
書
作
成
手
続

き
に
つ
い
て
の
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

◎
高
松
公
証
役
場

　

（
高
松
市
亀
井
町
２
番
地
１

　
　

朝
日
生
命
高
松
ビ
ル
７
階
）

　

☎
０
８
７-

８
１
３-

３
５
３
６

　

◎
丸
亀
公
証
役
場

　

（
丸
亀
市
塩
飽
町
７
番
地
２

　
　
　
　
　
　

県
信
ビ
ル
５
階
）

　

☎
０
８
７
７-

２
３-

４
７
３
４

《
募
　
　
集
》

■
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒

　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内

　

ご
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、

布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方
が
、

よ
り
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
多
度
津
町
で
は
寝
具

類
の
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
＝
所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

②
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯
、
お
よ
び
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯
の
方

③
布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方

▽
負
担
額
＝
１
回
当
り
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
年
間
２
回
実
施
）

※
２
回
目
の
募
集
締
め
切
り
は
、

　

10
月
31
日
㈭
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　

☎
33-

４
４
８
８

10
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

10
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿
環
境
課

直
通
番
号

ご
み
・
し
尿

☎
33
・
４
４
２
５

☎
33
・
４
４
２
５

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町

１
区
〜
７
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地

10
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

北
鴨
、学
園
台
、堀
江
、若
葉
町

道
福
寺
、桜
川
東
、袖
、

南
鴨
、葛
原

四
箇
地
区

道
福
寺
、桜
川
東
団
地
、花

園
、あ
け
ぼ
の
、南
鴨
、豊
原

学
園
前
団
地
、豊
原
第
２
団

地
、葛
原（
大
木
・
北
条
・
八

幡
・
永
井
・
下
所
）、ひ
ま
わ
り

団
地
、め
ぐ
み
団
地
、葛
原
団

地
、小
塚
団
地

学
園
台
、堀
江
、堀
江
条
六
、

堀
江
新
開
、道
隆
寺
東
、北

鴨
、幸
町
、若
葉
町
、袖

庄（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）、三
井（
真
天・
御
門
・

鴨
取
・三
井
東
・三
井
西・三

井
団
地
・
間
の
江
）、青
木

（
本
村
・
金
道
・
青
木
団
地
）

青
木
北
山
、山
階（
北
山
・
兵

田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造
船
社

宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団
地
・
グ

リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・西
村
・西

村
団
地
・天
霧
・天
霧
第
２
・天

霧
南
・ダ
イ
ヤ
タ
ウ
ン・
才
の
木

ハ
イ
ツ・
向
井
・
上
・
小
原
） 

西
白
方
、奥
白
方
、見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

学
園
台
、豊
原
地
区
、白
方

地
区

１
区
〜
８
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地
、

四
箇
地
区

１
区
〜
４
区
、寿
町
、

桜
川
団
地

５
区
〜
８
区
、県
営
多
度

津
団
地
、東
白
方（
原
戸
・

城
ケ
下
）、西
港
町

【
資
　
　
　源
】

【
可
　
　
　燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

【
粗
大
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地域包括支援センターからお知らせ ☎３３－１１３８

現在、社会問題になっている悪質な訪問販売や経済的虐待の実話を元に、評判の女流講談師が語ります。
専門家による「転ばぬ先の杖」や「自分を守る最後の砦」とも呼ばれる成年後見
制度について説明もあります。自分と家族の権利の守り方、一緒に考えましょう。

町民のみなさんの元気を応援するために、人気講師をお呼びして「応援講座」を開いています。
６０歳以上の町民の方ならどなたでも参加できます。
参加費は、老人健康施設の施設利用料３００円のみ。ぜひお越しください♪

（場所：町民健康センター内　老人健康施設「湯楽里」）

「認知症ってどんな病気？」「もし家族がなったらどう対応したらいいの？」 そんな不安を解消する内容です。
家族の為、自分の為にも認知症の話、聞いてみませんか。

【日 時】１０月２８日（月）／１３時３０分～１５時３０分
【場 所】町総合福祉センター ４階　大ホール
【講 師】講談師　　 神田　織音 氏
　　　　司法書士　 松内　邦博 氏
※参加費無料。詳しくは回覧文書、社協ホームページをご覧ください。

※参加費無料。詳しくは回覧文書、社協ホームページをご覧ください。

①【日 時】１０月３１日（木）／１３時３０分～１５時３０分
　 【講 師】やましろクリニック院長　 山城　征 氏
　 【場 所】町民健康センター ２階　多目的ホール

②【日 時】１１月　７日（木）／１３時３０分～１５時３０分
　 【講 師】歯科衛生士　 本田　里恵　氏
　 【場 所】町民健康センター ２階　多目的ホール

◇ 講談から学ぶ  あなたの権利や財産を守る制度（成年後見制度講演会） ◇

◇  『そこが知りたい！ 認知症のはなし』（家族介護教室） ◇

『いきいきシニアの応援講座』を開催しています♪

◇ 笑いヨガ ～笑う門には福来る～ ◇　廣江まさみ 先生（笑いヨガティーチャー）

◇ 体いきいき健康体操 ◇　谷　啓嗣 先生（健康運動指導士）

９月 １０月 １１月 １２月 H26. １月
１２日 ２６日 １０日 ２４日 １４日 ２８日 １２日 ２６日 ９日 ２３日

第２・４木曜日 ／ １３時～１５時

１０月 １１月 １２月 H26. １月 ２月 ３月
７日 ２１日 １８日 ２日 １６日 ６日 ２０日 ３日 １７日 ３日 １７日

第１・３月曜日 ／ １０時３０分～１２時

 お知らせ・募集
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健康フェスタ２０１３
in たどつ

みんなが笑顔　元気なたどつ

と　き

ところ

バザーやさくら餅の試食、

さぬきの夢手打ちうどん販売、

各団体の活動展などもあります。

健康に関する楽しいコーナーが
盛りだくさん♪

ご家族そろっておこしくださいね！

★相談コーナー ★健康チェックコーナー ★体験・展示コーナー

●医師による健康相談（午前のみ）
●歯科医の歯科健診・歯科相談
　（午前のみ）
●フッ素塗布・ブラッシング指導
●お薬相談

●骨密度測定（要予約）
●肌年齢測定
●血管年齢測定
●血圧・血流測定
●体力測定

●がん検診・人間ドックのＰＲ
●介護施設の紹介
●多中生考案の朝食メニューの展示
●野菜たっぷりメニューの試食
●手や足のつぼの紹介
●親子でちぎり絵体験　　　　など

【予約受付】10 月 21 日㈪～ 10 月 25 日㈮
　　　　　 （先着 120 名になり次第締め切り）

【自己負担金】無料
【申込み】 保健センター　℡３２－８５００

◇ 骨密度測定は予約制です ◇ ◆ 肌年齢を測定しよう ◆
～あなたのお肌は健康ですか？～

　肌の老化を促進する要素は、紫外線・乾燥・食生活・生
活習慣・加齢などです。簡単にお肌のセルフチェックがで
きますので、ぜひこの機会に肌の健康を考えましょう！

新登場！

１０月２７日（日）９時３０分～１４時 （開場は、開会式終了後）
　♪開会式で多中吹奏楽部による演奏があります♪
多度津町町民健康センター

多度津町上下水道課からお知らせ　　　　　　　　　　　　     ☎３３－１３００

【Ｑ１】蛇口のパッキン（節水コマ）はどこにありますか？
【Ａ１】 上下水道課では、一世帯につき二個まで無料で差し上げています。また「健康フェ

スタ」の展示場でもお渡しする予定ですので、 ぜひお立ち寄り下さい。
【Ｑ２】多度津町の水源に占める香川用水の割合はどのくらいですか？
【Ａ２】 多度津町の水源は、香川用水：浅井戸（平渕浄水場等）：深井戸（北鴨浄水場）

の三水源で、その比率は４８：４２：１０となっています。後者二つの自己水
源の比率の高さが、渇水に強い多度津町を象徴しています。

【Ｑ３】蛇口から出る水はそのまま飲めますか？
【Ａ３】もちろん大丈夫です。昔から多度津町の水道水は、良質で大変おいしいと言われています。試しにペットボトルに

水を汲んで一晩冷やしたあと、市販のミネラルウォーターと飲み比べてみて下さい。そのおいしさに気づかれるこ
とと思います。

【Ｑ４】仕事の関係で平日の１７時１５分までには、上下水道課窓口に行けそうにないのですが・・・。
【Ａ４】 事前にご連絡・ご相談いただければ、平日の１９時ごろまでと土日の昼間でも料金の支払いや各種手続きができ

ます。
【Ｑ５】「使用水量お知らせ票」をなくしたのですが、再発行できますか？
【Ａ５】当月分のものであれば月末まで可能です。また、前月以前の「使用水量お知らせ票」も様式は異なりますが、再発

行できます。各種申請で必要な方や、年間を通して使用水量を把握したい方には、納付証明書（無料）を発行します。

★この「上下水道課からお知らせ」では、町民の皆さまに役立つ情報をお届けしています。
　これまでの「Ｑ＆Ａ」も、時間のあるときにもう一度、読み返していただければと思います。

「日頃、町民の皆さんから問合せが多い事項に関してお答えします」

お知らせ・募集
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　夏の恒例行事『わんぱく寺子屋』（多度津町わんぱく寺子屋実行委員会主催）
が、８月２３日から２泊３日の日程で、高見島にて開催されました。
　今年は雨が降りしきるあいにくの天候の中ではありましたが、参加された
児童の皆さんは、高見の森田さんや「さざえ隊」の中津さんより、島の歴史
や風土の話を聞いたり、飯盒すいさんや竹とんぼづくりなどの多くの学習・
体験を行いました。また、海水浴を行う予定時刻には雨も止み、高見島の美
しい景色の中で気持ちよく泳ぐことができました。
　参加された皆さんは、この体験活動を通して「心」も「からだ」もたくま
しく成長されることと思います。

● 『第２３回　わんぱく寺子屋』

● 『小さな親切』運動多度津町支部
　 　　『桃陵苑』で慰問演芸

● オリーブテコンドークラブ　滝本一
い づ と

斗くん（豊原小６年）が第３位！

● 四国学院大学と
　『包括的連携・協力に関する協定』を締結

　『小さな親切』運動多度津町支部の皆さんが、
８月２２日に特別養護老人ホーム『桃陵苑』を
訪れ、詩吟やカラオケ、民舞や舞踊などを披露
しました。この慰問を楽しみに待ちわびていた
施設利用者の方々は、一緒に歌を口ずさんだり、
優雅な舞いの数々に見とれながら、楽しいひと
ときを過ごされました。

　７月２８日に長野県松本市で開催された「ＪＯＣジュニ
アオリンピックカップ第６回全日本ジュニアテコンドー選
手権大会」において、男子重量級で第３位という素晴らし
い成績を収められた滝本一斗くんが、その報告のため町役
場を表敬訪問してくれました。
　滝本くんは、テコンドーの魅力や大会の様子などを話し
てくれた後、多彩な足技を披露してくれました。丸尾町長
をはじめ多度津町としても今後の活躍に期待しています。

　平成２５年８月１２日、「四国学院大学」と「瀬戸内中讃定住
自立圏」を形成する市町（丸亀市、善通寺市、琴平町、多度津町、
まんのう町）が、『包括的連携・協力に関する協定』を締結しました。
　この協定は、双方が有する人的・物的資源を活用し、個性豊か
な地域社会の形成及び地域課題の解決を図り、地域社会の振興と
発展に寄与することを目的としています。

まちかどズーム
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≪多度津高校写真部の皆さん≫
宮本　寛人さん（３年建築科）
宮武　龍汰さん（３年建築科）
近石　遼雪さん（３年進学コース）
植松　直企さん（２年海洋生産科）
吉田　悠人さん（１年建築科）

　白方幼稚園（合田智子園長）と豊原幼稚園（豊
島玲子園長）の園児が、白方の島田さんの営む
ブドウ園でブドウ狩りを体験しました。
　白方幼稚園児の皆さんは、島田さんが招待さ
れた老人保健施設の方々と一緒に、ブドウを食
べたりプレゼントの交換を行いました。
　豊原幼稚園児の皆さんは、自分が摘み取った
ブドウの大きさを友だちと比べながら、美味し
そうに食べていました。

　平成２５年８月８日、香川県立多度津高等学校と多度津町が
『包括的連携・協力に関する協定』を締結しました。
　この協定は研究交流及び知識交流を通して、教育及び研究の
推進並びに地域の活性化を図ることを目的としています。
　具体的な取り組みとして、葛原にある中池（貯水量約６千ト
ン）にイケチョウ貝（１日当たり一個で約２００リットルの浄
化能力）を約１５０個沈め、町内にあるため池の水質改善を図
ろうとするものです。この水質浄化事業には、同校の海洋生産
科など全６科の学生らも積極的に参加し、町内全体の環境意識
の高揚に取り組んでいます。

　多度津高校写真部の皆さんが、８月４日に福島県で開催された「全
国高等学校対抗民家街並みフォトコンテスト第１１回『民家の甲子
園』全国大会」で、最高の賞である民家大賞（金賞）を受賞されま
した。町役場を訪問された写真部の皆さんは、その喜ばしい報告と
大会本番さながらのプレゼンテーションを行ってくれました。

　県立ミュージアムと県防災センターの施
設見学に行きました。
　県立ミュージアムでは昔のあそびや生活
の体験をし、県防災センターでは災害時の
映像を見たり、火事や地震・暴風体験など
を行い、災害の怖さを実感するとともに、
命を守るためにはどうすればいいかという
ことを学びました。

　丸尾町長は「皆さんのおかげで多度津町の歴史や伝統のある街並
みを全国に紹介することができ、町のＰＲにもなったと思います。
これからも多度津町の魅力をどんどん発掘していってほしいと思い
ます。」と感謝の言葉を述べられました。

● 幼稚園児がブドウ狩り体験 ● 多度津高校と
　 『包括的連携・協力に関する協定』を締結

● 多度津高校写真部
　 第１１回民家の甲子園民家大賞　受賞！

● 豊原保育所５歳児と
　 学童（たけのこクラブ）が施設見学に！

まちかどズーム
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■保健センター行事予定 ■無料相談

■休館日

■休日当番医

■納税・納付

相談名 日　　　時 場所・連絡先

高齢者相談
（弁護士対応）

10 月 17 日（木）
　10:30-12:00 
電話予約をお願いします。

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎ 32-8501

人権相談 10 月 15 日（火）
　10:00-15:00

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

行政相談 10 月 15 日（火）
　10:00-15:00 

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

交通事故相談
10 月 23 日（水） 
　10:00-15:00
電話予約をお願いします。

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

身障者相談 10 月 18 日（金） 
　13:30-15:00

福祉センター
☎ 32-3063 ／田中公敏

障がい者
生活支援相談

10 月 24 日（木） 
　13:30-16:30

福祉センター
☎ 33-4488 ／福祉保健課

こころの
相談日

10 月 17 日（木） 
　13:30-16:00 

福祉保健課（相談室）
☎ 33-4488 ／福祉保健課

職業相談会
（ハローワーク丸亀）

10 月 21 日（月） 
　13:30-15:30

福祉センター
☎ 33-1113 ／産業課

納期限 対象税目 期　別

10 月 31 日㈭
町県民税
国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

３期
３期
４期

10 月 ６ 日 加 藤 病 院 （寿　町） ☎ 33-2821

10 月 13 日 嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科 （幸　町） ☎ 32-8711

10 月 14 日 氏 家 内 科 （京　町） ☎ 32-2635

10 月 20 日 し お か ぜ 病 院 （堀江４） ☎ 33-2545

10 月 27 日 河 内 病 院 （ 青 木 ） ☎ 33-3113

11 月 ３ 日 ウ ツ ミ 整 形 外 科 （道福寺） ☎ 33-1510

11 月 ４ 日 中 野 小 児 科 （道福寺） ☎ 32-4532

柔道整復　10 月 13 日　藤木接骨院          （ 大通り）　☎ 32-2663

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

老人健康施設 ５日、６日、12 日、13 日、14 日、19 日、20 日、
26 日、27 日、11月２日、３日、４日

明徳会図書館 ７日、14 日～ 24 日、28 日、31日、
11月３日、４日

町民会館 １日、８日、15 日、22 日、29 日、
11月５日

温水プール １日、８日、15 日、22 日、29 日、 
11月５日

スポーツセンター ７日、15 日、21日、28 日、
11月５日 

町立資料館 ７日、15 日、21日、28 日、 
11月５日

※『林求馬邸』の開館日は、10 月６日（日）、11 月３日（日）です。

日曜日 行　　　事 時　間 場所

１日㈫
多度津福祉保健推進員会研修会
　「ウォーキング」

9:30-12:30 まんのう

２日㈬ のびのび広場 9:30-12:00 健セ
３日㈭ 離乳食講習会 13:30-15:00 健セ
４日㈮ 生活習慣病予防相談 13:30-15:00 白公

７日㈪
健康栄養相談
健康栄養相談

10:00-11:30
13:00-14:30

佐柳本浦
佐柳長崎

８日㈫ １歳６か月児健診 13:30-14:30 健セ
９日㈬ 健康栄養相談 14:30-15:30 高見

10日㈭
白方愛育班「陶芸教室」
３歳児健診

9:00-12:00
13:30-14:30

白公
健セ

11日㈮ 生活習慣病予防相談 13:30-15:00 豊婦

15日㈫
白方福祉保健推進員会研修会
　「ウォーキング」

   8:40- 高見島

16日㈬
親子ふれあい広場
　「ベビーマッサージ」

10:00-11:30 健セ

17日㈭ ことばの相談（要予約） 9:00-11:00 健セ

18日㈮
生活習慣病予防相談
生活習慣病予防相談

13:30-15:00
13:30-15:00

福セ
四公

21日㈪
健康づくりセミナー④
　「ウォーキング」

9:30-12:00
林求馬邸
盛土山

23日㈬ こども相談（要予約） 9:00-16:00 健セ
24日㈭ 乳幼児相談 ･ ブックスタート 9:30-10:30 健セ
25日㈮ 健康フェスタ準備 9:00-17:00 健セ
26日㈯ 健康フェスタ準備 9:00-17:00 健セ

27日㈰
健康フェスタ 2013 in たどつ
献血

9:30-14:00
10:00-14:00

健セ

健セ
離乳食講習会（平成 25 年５～６月生まれ）、１歳６か月児健診（平
成 24 年２～３月生まれ）、３歳児健診（平成 22 年３月生まれ）、乳
幼児相談（平成 24 年 12 月生まれの乳児と幼児） 

まんのう＝国営まんのう公園／健セ＝保健センター／白公＝白方地
区公民館／佐柳本浦＝佐柳本浦住民会館／佐柳長崎＝佐柳長崎いこ
いの家／豊婦＝豊原農村婦人の家／福セ＝福祉センター／四公＝四
箇地区公民館／盛土山＝盛土山古墳／高見＝高見いこいの家

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■予防接種について

【対 象 者】
①接種当日満６５歳以上の町民の方
②接種当日満６０歳～６４歳の町民の方で、心臓、腎臓、
呼吸器の障がい、またはヒト免疫不全ウイルスによる障
がいで、日常生活が極度に制限され全てに介護が必要な
方、及び心臓、腎臓、呼吸器の障がいで身体障害者手帳１・
２級を有する方

【実施医療機関】
秋山医院、氏家内科医院、ウツミ整形外科医院、加藤病院、
加藤整形外科クリニック、河内病院、くるみクリニック、
しおかぜ病院、嶋田耳鼻咽喉科、桃陵クリニック、中野
小児科医院、三宅医院、三宅病院、山本医院、やすらぎ
の森、高見･佐柳診療所

【実施期間】
平成２５年１０月１日㈫～平成２６年３月３１日㈪
（休診日は除く）
【自己負担金】１,０００円
※生活保護法による被保護世帯の方や町民税非課税世帯の
方は、事前に手続きを行えば、自己負担金が免除になり
ます。

【持ち物】健康保険証または後期高齢者医療被保険者証・
　　　　　身体障害者手帳（１･２級該当者のみ）
※町内で接種される場合、予診票は町内医療機関に置いて
あります。町外での接種を希望する場合は、事前に保健
センターまでご連絡ください。予診票を発行します。

薬の添付文書（能書き）をよく
読んでから使いましょう。
正しい使い方をしなければ、薬
の効果が得られなかったり、副
作用が出ることがあります。

１．手洗い
指の間や手首なども
忘れずに洗いましょう。
２．うがい
外出後は忘れずに行いましょう。
３．マスクの着用（咳エチケット）
ウイルスを吸い込むことで
インフルエンザに感染します。
咳エチケットも忘れずに！

■１０月１７日（木）～１０月２３日（水）は『薬と健康の週間』です！
　　　　　　　　  　　～ 私たちの健康を守るため、薬との上手な付き合い方を考えてみましょう。～

●高齢者インフルエンザ予防接種

■親と子の歯科健診・歯科相談を実施します！
　乳幼児を育てている母親とその子どもの歯と口の健康づ
くりのため、歯科医師や歯科衛生士が無料で歯科健診や歯
科相談などを行います。ぜひご活用ください。
（「のびのび広場」と合同開催。）
【日　時】１１月６日㈬／１０時３０分～１２時
　　　　  受付 9 時 30分～
【場　所】町民健康センター １階　プレイルーム
【対　象】就学前までの子どもとその親（※先着３０組）
【内　容】歯科健診・歯と口に関する相談・アドバイス
　　　　　（無料）

■健康づくりセミナー　～健康生活を支援する教室～

　皆さんで一緒に健康づくりに取り組みましょう。動き
やすい服装・履きなれた靴を準備のうえ、ぜひご参加く
ださい！
【日　時】１０月２１日㈪／９時３０分～１２時頃
　　　　　（集合９時２０分　出発９時３０分　※雨天中止）
【集合場所】白方地区公民館
【コース】林求馬邸見学 → 向井原古墳 → 盛土山古墳
【持ち物】参加費１００円、お茶、タオル
【申込み】１０月１１日㈮締切 （保健センターまで）

●健康ウォーキング教室『町内を歩いて脂肪燃焼！』

◎インフルエンザの感染予防方法

　多度津町では、７５歳以上の町民の方を対象に肺炎
球菌ワクチン予防接種の一部助成を行っています。
　インフルエンザで死亡する高齢者の多くは肺炎を
合併しています。インフルエンザワクチンと肺炎球
菌ワクチンの両方を接種することで、肺炎の発症や
重症化を防ぐことができます。
　助成券の発行には、事前に申請手続きが必要です。
接種を希望される方は、保健センターまでお問い合
わせください。（申請時には印鑑が必要です）
　なお、今までに自費で肺炎球菌ワクチンの接種を
受けた方も、接種から５年以上経過し医師が再接種
を必要と認めた場合は助成の対象になります。（助成
は１人１回のみ）

●高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用の
　一部助成について

●用法・用量を正しく守りましょう！

いつも薬を調剤してもらう「かかりつけ薬局」を持
つことで、薬の飲み合わせや重複を薬剤師に確認し
てもらえ、安心して薬を利用することができます。

●かかりつけ薬局を持ちましょう！

薬の副作用や重複を避けるために「お薬手帳」を持ちましょう。
災害時や非常時にもお薬手帳があれば、飲みなれた薬をもらう
ことができます。

●お薬手帳を持ちましょう！

・乳幼児や子どもの手の届かない場所に保管しましょう。
・直射日光や高温多湿を避けましょう。
・薬以外のものと区別しましょう。
・他の容器に入れ替えてはいけません。
・有効期限の過ぎた薬や見た目に異常のある薬は捨てましょう。

●薬は正しく保管しましょう！

10 月の 予定
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◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■予防接種について

【対 象 者】
①接種当日満６５歳以上の町民の方
②接種当日満６０歳～６４歳の町民の方で、心臓、腎臓、
呼吸器の障がい、またはヒト免疫不全ウイルスによる障
がいで、日常生活が極度に制限され全てに介護が必要な
方、及び心臓、腎臓、呼吸器の障がいで身体障害者手帳１・
２級を有する方

【実施医療機関】
秋山医院、氏家内科医院、ウツミ整形外科医院、加藤病院、
加藤整形外科クリニック、河内病院、くるみクリニック、
しおかぜ病院、嶋田耳鼻咽喉科、桃陵クリニック、中野
小児科医院、三宅医院、三宅病院、山本医院、やすらぎ
の森、高見･佐柳診療所

【実施期間】
平成２５年１０月１日㈫～平成２６年３月３１日㈪
（休診日は除く）
【自己負担金】１,０００円
※生活保護法による被保護世帯の方や町民税非課税世帯の
方は、事前に手続きを行えば、自己負担金が免除になり
ます。

【持ち物】健康保険証または後期高齢者医療被保険者証・
　　　　　身体障害者手帳（１･２級該当者のみ）
※町内で接種される場合、予診票は町内医療機関に置いて
あります。町外での接種を希望する場合は、事前に保健
センターまでご連絡ください。予診票を発行します。

薬の添付文書（能書き）をよく
読んでから使いましょう。
正しい使い方をしなければ、薬
の効果が得られなかったり、副
作用が出ることがあります。

１．手洗い
指の間や手首なども
忘れずに洗いましょう。
２．うがい
外出後は忘れずに行いましょう。
３．マスクの着用（咳エチケット）
ウイルスを吸い込むことで
インフルエンザに感染します。
咳エチケットも忘れずに！

■１０月１７日（木）～１０月２３日（水）は『薬と健康の週間』です！
　　　　　　　　  　　～ 私たちの健康を守るため、薬との上手な付き合い方を考えてみましょう。～

●高齢者インフルエンザ予防接種

■親と子の歯科健診・歯科相談を実施します！
　乳幼児を育てている母親とその子どもの歯と口の健康づ
くりのため、歯科医師や歯科衛生士が無料で歯科健診や歯
科相談などを行います。ぜひご活用ください。
（「のびのび広場」と合同開催。）
【日　時】１１月６日㈬／１０時３０分～１２時
　　　　  受付 9 時 30分～
【場　所】町民健康センター １階　プレイルーム
【対　象】就学前までの子どもとその親（※先着３０組）
【内　容】歯科健診・歯と口に関する相談・アドバイス
　　　　　（無料）

■健康づくりセミナー　～健康生活を支援する教室～

　皆さんで一緒に健康づくりに取り組みましょう。動き
やすい服装・履きなれた靴を準備のうえ、ぜひご参加く
ださい！
【日　時】１０月２１日㈪／９時３０分～１２時頃
　　　　　（集合９時２０分　出発９時３０分　※雨天中止）
【集合場所】白方地区公民館
【コース】林求馬邸見学 → 向井原古墳 → 盛土山古墳
【持ち物】参加費１００円、お茶、タオル
【申込み】１０月１１日㈮締切 （保健センターまで）

●健康ウォーキング教室『町内を歩いて脂肪燃焼！』

◎インフルエンザの感染予防方法

　多度津町では、７５歳以上の町民の方を対象に肺炎
球菌ワクチン予防接種の一部助成を行っています。
　インフルエンザで死亡する高齢者の多くは肺炎を
合併しています。インフルエンザワクチンと肺炎球
菌ワクチンの両方を接種することで、肺炎の発症や
重症化を防ぐことができます。
　助成券の発行には、事前に申請手続きが必要です。
接種を希望される方は、保健センターまでお問い合
わせください。（申請時には印鑑が必要です）
　なお、今までに自費で肺炎球菌ワクチンの接種を
受けた方も、接種から５年以上経過し医師が再接種
を必要と認めた場合は助成の対象になります。（助成
は１人１回のみ）

●高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用の
　一部助成について

●用法・用量を正しく守りましょう！

いつも薬を調剤してもらう「かかりつけ薬局」を持
つことで、薬の飲み合わせや重複を薬剤師に確認し
てもらえ、安心して薬を利用することができます。

●かかりつけ薬局を持ちましょう！

薬の副作用や重複を避けるために「お薬手帳」を持ちましょう。
災害時や非常時にもお薬手帳があれば、飲みなれた薬をもらう
ことができます。

●お薬手帳を持ちましょう！

・乳幼児や子どもの手の届かない場所に保管しましょう。
・直射日光や高温多湿を避けましょう。
・薬以外のものと区別しましょう。
・他の容器に入れ替えてはいけません。
・有効期限の過ぎた薬や見た目に異常のある薬は捨てましょう。

●薬は正しく保管しましょう！
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

町の人口町の人口
（9月１日現在 常住人口）（9月１日現在 常住人口）

人　口
男
女
世帯数

（－  ９）
（－  ２）
（－  ７）
（＋  ２）

２３，１９０ 人
人
人

１１，５１０
１１，６８０
９，３３７世帯

■臨時休館のお知らせ

■新着図書のご案内

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第６回～
井上　ひさし・著『 』東慶寺花だより

　本書は、先年亡くなった著
者が平成１０年から２０年に
かけて、雑誌「オール読物」に
掲載した短編を単行本にし
たものである。著者は「難しい
ことを易しく、易しいことを深
く、深いことを面白く」という
名言を残している作家である
が、縦糸を江戸時代の縁切り
寺（駆け込み寺）東慶寺門前
の御用宿、横糸を東慶寺へ夫
との離縁を申し出る１５名の

夫婦模様として紡ぎ出された作品である。
　縁組に際して女性から差し入れていた持参金は、夫が
「三下り半」を出す時は女性に返すが、女性から離縁を言
い張る時は持参金を諦めなければならないなど、今とは
異なるきまりがあったことにも興味を引かれるが、御用宿
の口上書き取り役を通じて明らかにされていく夫婦の哀
感、女の気丈さ、男の狡さなどが推理仕立てで書き進め
られている。
　読後、登場女性全員のその後の幸せを祈りたくなるのは、
著者の女性に対するやさしさから来るものだろうか。

●『 』未来の働き方を考えよう
著／ちきりん　発行／文藝春秋

◇ちきりん…関西出身、東京在住。人
気の個人ブログ「Chikirinの日記」・
「ちきりんパーソナル」、月間200万
PVのアクセスを誇る。

　図書の整理のため、ご迷惑をおかけしますが、
１０月１４日（月）～２４日（木）は、休館します。
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

★お手伝いいただけるボランティアさん大募集！！★
　お気軽に図書館カウンターまでお申し出ください♪

吉田　清志（大通り）

■10月の行事
★おはなし会『ひまわり』
　１０月１２日（土）
　　１４時～１４時３０分
※今月の『ライブラリーこぐま』はお休みです。

■８月の図書館利用状況
◎新着図書・寄贈本　・・・・・・・・・　２２３冊
◎入館者数　・・・・・・・・・・・　５，１６４人
◎貸出図書数　・・・・・・・・・・　８，６８５冊
◎新規図書利用カード作成者数・・・・・・　４１人

社会が激変する次の１０年を
楽しくワクワク生き抜くために！

●『 』心配事の９割は起こらない
著／枡野 俊明　発行／三笠書房

◇枡野 俊明（ますの・しゅんみょう）
　1953年、神奈川県生まれ。曹洞宗
徳雄山建功寺住職。「世界が尊敬す
る日本人100人」に選出される。

心配事の“先取り”をせず、
「いま」「ここ」」だけに集中する
『禅』が教えてくれる、４８のこと
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